
留 問

日 本 語

令 和 �（２０２３）年 度

注 意

１．「解答はじめ」と言うまで開いてはいけない。

２．問題は�冊（本文�ページ），解答用紙，下書用紙（うす緑色）はともに�枚であ

る。

３．全部の解答用紙に受験番号を書くこと。受験番号は次の要領で明確に記入するこ

と。

（例） 受験番号９０００１番の場合 ―→ ９ ０ ０ ０ １

４．解答は，解答用紙の所定の位置に横書きで書くこと。他の所に書いても無効であ

る。字数などの指示がある場合は，その指示に従って書くこと。字数制限がある

場合，洋数字（算用数字）およびアルファベットにかぎり，�マスに�字入れるこ

とができる。句読点は，�マスに�字とする。

５．試験終了後，問題冊子と下書用紙（うす緑色）は持ち帰ること。

◇Ｍ９（２７１―８４）



Ⅰ 以下の文章を読んで，後の問に答えなさい。

― １ ― ◇Ｍ９（２７１―８５）

著作権保護の観点か
ら、公開していません。

a041023h
長方形



― ２ ― ◇Ｍ９（２７１―８６）

著作権保護の観点か
ら、公開していません。

a041023h
長方形



（浜矩子『「共に生きる」ための経済学』より）

問 １ 下線部～の漢字の読み方をひらがなで書きなさい。

 画期的  大海原  巡らされて

 保 つ  狭まり

― ３ ― ◇Ｍ９（２７１―８７）

著作権保護の観点か
ら、公開していません。

a041023h
長方形



問 ２ 空欄 Ａ ～ Ｃ に入る最も適切な語を次のア～エの中から選

び，記号で答えなさい。同じ記号を�回以上使うことはできません。

ア すなわち イ ひとまず ウ とりわけ エ まったく

問 ３ 下線部��の意味をそれぞれ２０字以内で説明しなさい。

� 先鞭をつける � 業を煮やす

問 ４ 下線部について，「これ」以前に起きていた現象を，本文の内容をふまえ

て１８０字以内で具体的に説明しなさい。

問 ５ 下線部「地球が我々のお茶の間に随分とあつかましく飛び込んでくる」と

はどういうことか。本文の内容にそくして７０字以内で説明しなさい。

問 ６ 下線部について，その理由を，第三次グローバル化の特性をふまえ，

２００字程度で説明しなさい。

― ４ ― ◇Ｍ９（２７１―８８）



Ⅱ 以下の文章を読んで，後の問に答えなさい。

― ５ ― ◇Ｍ９（２７１―８９）

著作権保護の観点か
ら、公開していません。

a041023h
長方形



― ６ ― ◇Ｍ９（２７１―９０）

著作権保護の観点から、
公開していません。

a041023h
長方形



― ７ ― ◇Ｍ９（２７１―９１）

著作権保護の観点か
ら、公開していません。

a041023h
長方形



注：「ここでもう一度，集団的心の性質としての日本人の集団主義文化について考えま

す。」とあるが，この部分が示しているのは本文の前に書かれた内容のことであ

り，本文内の内容ではない。

（山岸俊男『安心社会から信頼社会へ―日本型システムの行方』より）

問 １ 下線部～のカタカナの部分を漢字で書きなさい。

 カンキ  キョウジュ  アンモク

 フれないで  テッテイ

問 ２ 下線部�，�の意味を，本文にそくしてそれぞれ３０字以内で説明しなさ

い。

� 浮世のしがらみ � もっともらしく思われる

問 ３ 空欄 Ａ ， Ｂ に入れるのに最も適切なものを選び，記号で

答えなさい。 Ａ は本文中に�か所ある。

Ａ：ア はなはだ イ そもそも ウ もともと エ つくづく

Ｂ：ア したがって イ 要するに ウ それに エ もちろん

― ８ ― ◇Ｍ９（２７１―９２）

著作権保護の観点から、
公開していません。

a041023h
長方形



問 ４ 下線部「次のような答え」について，これらは具体的にどのような想定に

もとづいて導き出されたものか。本文中の適切な箇所を４０字以内で抜き出

し，以下の表現に合う形で書きなさい。

という想定

問 ５ 下線部「論理の落とし穴」とは何か。本文の内容にそくして３００字以内で

述べなさい。

問 ６ 下線部「アメリカと比べて日本における弁護士の数が少ない」ことの理由

について，本文の内容にそくした説明を考え，１００字程度で述べなさい。

― ９ ― ◇Ｍ９（２７１―９３）




